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1 8 年 度

区 分

職　種
一般行政職
消防職
医療職
派遣解除
合　計

計
25
1
1
19
46

派遣
5
0
0
0
5

死亡
0
0
0
0
0

普通
5
0
0
17
22

定年
1
1
0
2
4

勧奨
14
0
1
0
15

広報うえのはら　No.37  2

一般行政部門

特別行政部門

公営企業等
会計部門

職員数
Ｈ19.4.1現在

3
54
20
0
11
2
13
49
26
178
25
52
77
74
3
7
12
96
351

対前年
増減数

0
△9
3
0
△1
0
△2
0
2
△7
△5
1
△4
△15
0
△1
△1
△17
△28

議会
総務
税務
労働
農林水産
商工
土木
民生
衛生
小計
教育
消防
小計
病院
水道
下水道
その他（国保・介護）
小計

採用者数
0
0
8
5
13

市
職
員
の
給
与
等
の
公
表

平
成
19
年
4
月
1
日
現
在
に
お
け
る
上
野
原
市
職
員
の
給
与
等
の
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

4 人件費の状況（普通会計決算）

住 民 基 本
台 帳 人 口

歳 出 額
（Ａ） 実 質 収 支

人 件 費
（Ｂ）

人 件 費 率
（ Ｂ ／ Ａ ）

（19.3.31現在）人

27,881
千円

10,913,392
千円

399,121
千円

2,461,266
%

22.6

5 職員給与費の状況（普通会計予算）

区 分
職 員 数
（Ａ）

給 与 費 1人あたり給与費
（Ｂ/Ａ）

人

245

給　料
千円

1,008,658

職員手当
千円

144,533

期末勤勉手当
千円

415,646

計（Ｂ）
千円

1,568,837

千円

6,403
19年度

注（1）職員手当には、退職手当を含みません。
（2）給与費は、当初予算に計上された額です。

１職員の採用状況
（平成18年4月1日～平成19年3月31日）

※派遣解除（東部広域連合・東部
地域広域水道企業団）

総合計

3 部門別職員数の状況

※職員数は一般職に属する職員であり、教育長を含みます。

※人件費には、議員報酬・手当、委員等報酬および市長等特別職の給与等を含
みます。

職員数
Ｈ18.4.1現在

3
63
17
0
12
2
15
49
24
185
30
51
81
89
3
8
13
113
379

職　種
一般行政職
消防職
技能労務職
医療職
合　計

2 事由別退職者数の状況
（平成18年4月1日～平成19年3月31日）

※（1）普通とは退職者の自己都合による退職のことです。
（2）派遣は東部広域連合・東部地域広域水道企業団です。
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特殊勤務手当

時間外
勤務手当

区分

扶養手当

住居手当

通勤手当

全職種
37人

73,600円
4種

診療手当

夜間看護手当

62人
47,100円

支給職員数
1人あたり平均支給月額

代表的な
手当の名称

支給額の
多い手当
多くの職員に支給
されている手当

平均年齢
44歳6か月
49歳5か月

区　分
一般行政職
技能労務職

平均給料月額
343,600円
299,400円

区　分
標 準 的 な
職 務 内 容
職 員 数
構 成 比
※（1）上野原市職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
（2）標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名です。

7 職員の平均給料月額および平均年齢の状況10 主な職員手当の状況
区 分 内 　 容

（18年度支給割合）
期末 勤勉

6月期 1.40月分 0.725月分
12月期 1.60月分 0.725月分
計 3.00月分 1.45月分

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23 .50月分 30.55月分
勤続25年 33 .50月分 41.34月分
勤続35年 47 .50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
１人あたり （自己都合） （勧奨・定年退職）
平均支給額 2,719千円 26,390千円

期末勤勉手当

退 職 手 当

6 一般行政部門の級別職員数の状況
１級
主事補
主事
5人
3.2％

２級

主任

19人
12 .3％

3級
副主査
主査
47人

30 .5％

4級

副主幹

30人
19 .5％

5級
主幹

課長補佐
33人
21 .4％

6級
課長
局長
16人
10 .4％

計

154人

9 職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
区 分 経験年数10年

274,200円
236,900円

経験年数15年
326,600円
271,000円

経験年数20年
367,800円
282,700円

314,800円

一般行政職

技能労務職

大学卒
高校卒
大学卒
高校卒

※（1）経験年数とは､卒業後直ちに採用され､引き
続き勤務している場合の採用後の年数をい
うものです｡

（2）経験年数別の10年とは10年以上15年未満､
15年とは15年以上20年未満､20年とは20年
以上25年未満の区分に基づいています｡

765 ,000円
618 ,000円
560 ,000円
310 ,000円
280 ,000円
260 ,000円

6月期　 12月期　　計
1.6月分　1.8月分　3.4月分

6月期　 12月期　　計
1.6月分　1.7月分　3.3月分

給
料

報
酬

期
末
手
当

区 分
11 特別職の報酬等の状況

給 料 月 額 等
市 長
副 市 長
教 育 長
議 長
副 議 長
議 員
市 長
副 市 長
教 育 長
議 長
副 議 長
議 員

一般行政職

区　分
大学卒
高校卒

初任給
170,200円
138,400円

年齢
22歳
18歳

8 職員の初任給の状況

※退職手当の一人あたり平均支給額は、前年度に退職した全職
種に係る職員に支給された平均額です。

区　分
支給職員数
1人あたり平均支給月額
手当の種類（手当数）

内　　　　　　容
①配偶者　13,000円
②配偶者以外　1人につき6,000円
【扶養親族でない配偶者がある場合】
1人のみ6,500円

【配偶者がない場合】1人のみ11,000円
※満16歳から満22歳の年度末までの加算額　5,000円
①借家の場合（12,000円を超える家賃を払っている職員）
家賃の額に応じ27,000円を限度に支給
②自宅の場合
世帯主である職員に2,500円支給（5年間）
①交通機関利用の場合
運賃相当額を全額支給
②自動車等使用者
通勤距離が片道2㎞以上の場合に通勤距離に応じて支給

※総務省様式に基づく、職員の給与・定員管理等の公表は、後日、上野原市のホームページに掲載します。

7級

部長

4人
2.6％
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国
民
年
金
保
険
料
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
は

前
納
す
る
と
お
得
で
す

平
成
20
年
度
国
民
年
金
保
険
料
は
毎
月
1

万
4
4
1
0
円
で
す
。
平
成
20
年
度
分
の
納

付
書（
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
）は
４

月
上
旬
頃
、
社
会
保
険
庁
か
ら
ご
本
人
宛
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
を
納
付
書
で
６
か
月
分
前
納
す
る

と
8
万
5
7
6
0
円
に
な
り
、
半
年
で
700
円

の
割
引
に
、
１
年
分
前
納
す
る
と
16
万
9
8

5
0
円
に
な
り
、
１
年
で
3
0
7
0
円
の
割

引
に
な
り
ま
す
の
で
大
変
お
得
で
す
。
前
納

用
の
納
付
書
で
平
成
20
年
4
月
30
日
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。
全
国
の
金
融
機
関
の
ほ

か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
平
成
19
年
度
に
申
請
免
除
を

受
け
ら
れ
て
い
た
方
》

●
全
額
免
除
の
方

6
月
ま
で
全
額
免
除
が

承
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
4
月
に
納
付
書

は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
７
月
以
降
に
7
月

分
〜
翌
３
月
分
の
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。

●
一
部
免
除
の
方

6
月
ま
で
一
部
免
除
が

承
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
4
月
に
4
月
分

〜
６
月
分
の
一
部
免
除
さ
れ
た
金
額
の
納

付
書
が
送
付
さ
れ
、
7
月
以
降
に
7
月
分

〜
翌
３
月
分
の
定
額
の
納
付
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

便
利
で
お
得
な

口
座
振
替
が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
口
座
振
替
に
す
れ

ば
、
指
定
さ
れ
た
口
座
か
ら
毎
月
自
動
的
に

保
険
料
が
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。
一
度
手
続

き
す
る
だ
け
で
、
毎
月
金
融
機
関
等
に
出
向

く
必
要
が
な
く
、
納
め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

《
早
割
制
度
》

保
険
料
を
納
期
限
よ
り
1
か
月
早
く
、
当

月
末
の
口
座
振
替（
早
割
）に
す
る
と
、
月
々

50
円
割
引
に
な
り
、
年
間
で
600
円
お
得
で
す
。

《
口
座
振
替
の
申
し
込
み
方
法
》

手
続
き
は
、
金
融
機
関
等
の
窓
口
に
備
え

付
け
の
「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付

申
出
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
金
融
機

関
等
の
届
出
印
を
押
印
の
上
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
民
課
国
保
年
金
担
当

に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
新
規
で
口
座
振
替
開
始
希
望
の
場
合
、
平

成
20
年
4
月
か
ら
振
替
開
始
可
能
と
な
る

の
は
、
3
月
3
日（
月
）申
し
込
み
分
ま
で

で
す
が
、
4
日
以
降
で
も
提
出
書
類
に
不

備
等
が
な
け
れ
ば
４
月
振
替
開
始
に
間
に

合
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
が

で
き
ま
す

平
成
20
年
2
月
か
ら
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
は
、
被
保
険
者
ご
自
身
か
ら
事
前
に

お
申
し
込
み
い
た
だ
き
、
以
後
、
継
続
的
に

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
社
会
保
険
庁
に

立
替
納
付
を
行
う
も
の
で
す（
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
提
示
さ
れ
直
接
納
付
い
た
だ
く
方

法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
ご
希
望
の
方

は
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
は
、
口

座
振
替
に
よ
る
毎
月
振
替（
早
割
）は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
6
か
月
前
納
・
1
年
前

納
の
割
引
額
は
現
金
納
付
の
割
引
額
と
な
り

ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
等

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
相
談
会
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
ご
自
分
の
年
金
加
入
状

況
や
納
付
記
録
の
確
認
等
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
日
時

3
月
24
日（
月
）午
前
10
時
〜
午
後

7
時

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階
会
議
室
1

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き
ん
特

別
便
」
相
談
会
を
行
い
ま
す
。「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」
が
届
い
た
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時

3
月
4
日（
火
）・
18
日（
火
）
午

前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
場
所

市
役
所
1
階
会
議
室
Ａ

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大

月
事
務
所（
蕁
22
―

3
8
1
1
）
市
民
課

国
保
年
金
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
2
）

　■平成20年度■
1か月分 6か月分 1年度分

保険料額 割引額 保険料額 保険料額割引額 割引額

毎月納付（納付書による現金納付
および翌月末振替の口座振替）

毎月納付【早割】
（当月末振替の口座振替）

6か月前納（現金納付）

6か月前納（口座振替）

1年前納（現金納付）

1年前納（口座振替）

14,410円

14,360円 50円

86,460円

86,160円

85,760円

85,480円

300円

700円

980円

172,920円

172,320円

171,520円

170,960円

169,850円

169,300円

600円

1,400円

1,960円

3,070円

3,620円

平成20年度　国民年金保険料　納入額早見表（現金納付・口座振替比較）

※一部納付（一部免除）されている方は「毎月納付（翌月末振替）」のみのご利用となります。



◆事業主は、保険料の徴収権が消滅時効となる2年を経過し
た後であっても保険料を納付できることになり、社会保
険庁はその納付を勧奨します。
※事業主が廃業している場合には、役員であった者に納付
を勧奨します。
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厚
生
年
金
特
例
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

厚
生
年
金
保
険
料
が
給
与
か
ら
天
引
き
さ

れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
主
か
ら

保
険
料
の
納
付
や
資
格
な
ど
の
届
出
が
さ
れ

て
い
な
い
方
に
、
年
金
を
お
支
払
い
す
る
法

律
が
で
き
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
厚
生
年
金
保
険
料
の
徴
収
権

が
時
効
消
滅
と
な
る
2
年
を
経
過
し
た
と
き

は
、
そ
の
記
録
は
年
金
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
厚
生
年
金
特
例
法
の
成
立

に
よ
り
、
厚
生
年
金
保
険
料
の
給
与
天
引
き

が
あ
っ
た
こ
と
が
年
金
記
録
確
認
第
三
者
委

員
会
で
認
定
さ
れ
た
と
き
は
、
年
金
記
録
が

訂
正
さ
れ
て
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大

月
事
務
所（
蕁
22
―

3
8
1
1
）
ま
た
は
、

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
蕁
0
5
7
0
―

0
5

―

1
1
6
5
、
I
P
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら

は
蕁
0
3
―

6
7
0
0
―

1
1
6
5
）

厚生年金特例法の概要

◆年金記録確認第三者委員会が
①事業主が従業員から厚生年金保険料を天引きしながら、
②社会保険庁に納付したことが明らかでない
と認定した場合には、社会保険庁は年金記録確認第三者
委員会の認定事実により年金記録を訂正し、年金額に反
映します。

◆社会保険庁は、事業主または役員が保険料を納付しない
場合には、その事業主名または役員の氏名を公表します。
※保険料が納付されたか否か明らかでない場合を除きます。

◆公表してもなお納付されなかった場合には、国が保険料
を負担します（その後も事業主への請求等を行います）。

広
報
11
月
号
お
よ
び
1
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
高
齢
者
の
健
康
な
生
活
を
支

え
る
医
療
を
目
指
し
た
、
新
し
い
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
が
4
月
1
日
か
ら
開
始
し

ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
の
送
付

3
月
20
日
過
ぎ
に
、
75
歳
以
上
の
方（
一

定
の
障
害
が
あ
る
65
歳
以
上
の
方
）一
人
ひ

と
り
に
被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

4
月
1
日
か
ら
医
療
を
受
け
る
際
に
は
、

医
療
機
関
に
新
し
い
「
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
」
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
20
年
4
月
に
75
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
る
方

現
在
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
は
、
3
月
中
に
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
」
と
新
し
い
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
」
の
2
枚
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
誕
生

日
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」

を
使
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
無
く
さ
な
い
よ
う
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。
不
要
に
な
っ
た
「
国
民
健
康
保
険

証
」
は
、
市
民
課
国
保
年
金
担
当
、
秋
山
支

所
お
よ
び
各
出
張
所
に
お
い
て
回
収
し
ま

す
。国

民
健
康
保
険
以
外
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
の
被
保
険
者
証
の
取
り
扱
い
等
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ま
で
加
入
さ
れ
て
い
た
保
険
者
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
被
保
険
者
証
は
郵
便
局
の
配
達
記
録
郵
便

で
届
け
ら
れ
ま
す
。
受
け
取
り
の
際
に
印

鑑
が
必
要
と
な
り
、
不
在
の
場
合
に
は
、

再
配
送
ま
た
は
郵
便
局
で
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合（
蕁
0
5
5
―

2
3
6
―

5
6
7

1
）

市
民
課
国
保
年
金
担
当（
蕁
62
―

3

1
1
2
）

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

を
送
付
し
ま
す
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山
梨
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
幕

今
春
4
月
か
ら
6
月
に
か
け
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
6
社
と
協
働
し
た
国
内
最
大
規
模

の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
山
梨
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
山
梨
Ｄ
Ｃ
）」

が
開
幕
し
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
が
地
方
公
共
団
体
や
地
元
観
光
関
係
事

業
者
、
全
国
旅
行
会
社
と
一
体
と
な
り
、
特
定
の
地
域（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）を

対
象
と
し
て
、
広
域
的
か
つ
継
続
的
な
観
光
宣
伝
事
業
を
展
開
す
る
も
の
で
す
。

昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
風
林
火
山
」
の
放
送
で
は
、
全
国
の
多
く
の
み
な

さ
ん
に
山
梨
県
を
知
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山
梨
県
で
は
、
こ
う
し
た
方
々
に
加

え
、
さ
ら
に
多
く
の
み
な
さ
ん
に
山
梨
の
魅
力
を
体
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

山
梨
Ｄ
Ｃ
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト

○
発
見
！
山
梨
の
宝

山
梨
県
内
全
域
を
舞
台
と
し
た
実
体
験
型
の
宝
探
し
ゲ
ー
ム
を
実
施
し
ま
す
。

○
山
梨
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー

山
梨
Ｄ
Ｃ
期
間
中
は
、
毎
週
末
「
富
士
山
中
湖
ぐ
る
り
ん
ウ
ォ
ー
ク
」
な
ど
、
山
梨

を
体
感
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

○
お
し
え
た
い
！
私
だ
け
の
花
と
山

と
っ
て
お
き
の
場
所
か
ら
撮
影
し
た
「
私
だ
け
の
花
と
山
」
の
写
真
を
、
そ
っ
と
教

え
て
く
だ
さ
い
。
山
梨
県
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
展
覧
会
を
開
き
ま
す
。

○
や
ま
な
し
パ
ス
ポ
ー
ト

県
内
200
施
設
を
お
得
に
利
用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
ま
す
。

○
お
楽
し
み
プ
レ
ゼ
ン
ト

県
内
で
受
領
し
た
領
収
書
等（
1
万
円
分
・
2
万
円
分
）を
添
え
て
申
し
込
ん
だ
方
の

中
か
ら
抽
選
で
山
梨
県
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

Ｄ
Ｃ
協
賛
会
社
イ
ベ
ン
ト

○
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト（
富
士
フ
イ
ル
ム
）

山
梨
Ｄ
Ｃ
期
間
中
に
、
県
内
で
撮
影
し
た
写
真
を
審
査
し
て
優
秀
作
品
を
表
彰
し
ま

す
。

○
ド
リ
ン
ク
プ
レ
ゼ
ン
ト（
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
）

山
梨
Ｄ
Ｃ
期
間
中
に
、
山
梨
県
を
目
的
地
と
す
る
Ｊ
Ｒ
き
っ
ぷ
を
購
入
し
た
方
に
、

キ
リ
ン
の
ド
リ
ン
ク
を
1
本
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
※
切
符
の
購
入
の
条
件
が
あ
り

ま
す
。

県
民
誰
も
が
温
か
い
「
お
も
て
な
し
」
を
！

山
梨
Ｄ
Ｃ
期
間
中
、
県
内
各
地
を
訪
れ
る
観
光
客
の
み
な
さ
ん
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
を
通
し
て
感
動
し
、
癒
や
さ
れ
、
十
分
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
観
光
メ
ニ
ュ

ー
を
用
意
し
ま
し
た
。「
ま
た
山
梨
に
行
き
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

県
民
誰
も
が
温
か
い
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
持
っ
て
、
全
国
か
ら
の
観
光
客
を
笑

顔
で
お
迎
え
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山梨の魅力を体感していただく特別企画を行います。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
推
進
協
議
会
事
務
局（
蕁
0
5

5
―

2
2
3
―

1
5
5
7
）
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広報うえのはら
４枠
縦45.5袢×横85袢
（縦45.5袢×横178.5袢）
４口
原則3か月

10,000円（月額）
２色刷りページ最下段
黒単色

「
広
報
う
え
の
は
ら
」「
上
野
原
市
封
筒
」

に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

市
で
は
、
自
主
財
源
の
確
保
と
地
元
企
業

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
上
野
原
市
有
料
広

告
掲
載
要
綱
を
定
め
て
い
ま
す
。

今
年
も
、「
広
報
う
え
の
は
ら
」「
上
野
原

市
封
筒
」
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容

下
記
の
と
お
り

●
募
集
期
間

3
月
3
日（
月
）〜
31
日（
月
）

●
応
募
方
法

有
料
広
告
掲
載
申
込
書
に
掲
載
し
よ
う
と

す
る
広
告
の
原
稿（
※
）を
添
え
て
、
市
役

所
総
務
部
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

様
式
は
、
企
画
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
）。

※
広
告
案
は
、
申
込
者
が
作
成
し
、
デ
ー
タ

を
Ｆ
Ｄ
等
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

①
募
集
す
る
広
告
は
、
公
序
良
俗
に
反
し
な

い
も
の
な
ど
、
一
定
の
制
限
を
設
け
て
い

ま
す
。
今
回
の
募
集
は
、
上
野
原
市
有
料

広
告
掲
載
要
綱
に
基
づ
い
て
実
施
し
ま

す
。

②
募
集
広
告
が
、
募
集
口
数
を
超
え
た
場
合
、

公
開
抽
選
に
よ
り
掲
載
広
告
を
決
定
し
ま

す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進

担
当（
蕁
62
―

3
1
1
8
）

広告掲載の対象
枠数
規格枠
（２枠の場合）
募集口数
掲載期間
枚数／口
掲載料
掲載場所
色

見本
（縮尺は目安）

長型3号封筒
４枠
縦40袢×横100袢

４口

20,000枚
20,000円（20,000枚）
封筒裏面
黒単色

角型2号封筒
８枠
縦60袢×横100袢

８口

20,000枚
25,000円（20,000枚）
封筒裏面
黒単色

２枠の規格枠規格枠

広報記事広報記事

規格枠
規格枠

募 集 内 容

広
告
が
掲
載
さ
れ
る
広
報
う
え
の
は
ら
と

上
野
原
市
封
筒

▲
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児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

手
当
の
一
部
支
給
停
止
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
、

児
童
扶
養
手
当
法
の
規
定
に
よ

り
、
手
当
の
受
給
か
ら
5
年
を
経

過
す
る
等
の
用
件
に
該
当
す
る
方

は
、
平
成
20
年
度
か
ら
の
手
当
を

一
部
支
給
停
止
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
規
定
に
基
づ
き
一
部

支
給
停
止
の
適
用
除
外
を
受
け
る

措
置
の
実
施
に
よ
り
、
つ
ぎ
の
受

給
継
続
に
該
当
す
る
方
は
、
手
続

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

手
当
一
部
支
給
停
止

対
象
者

養
育
者
以
外
で
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
し
て
い
る
方
の
う
ち
、
次

の
事
項
に
該
当
す
る
方
は
、
手
当

の
減
額
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
平
成
15
年
4
月
1
日
現
在
で
受

給
資
格
を
お
持
ち
の
方

平
成
20
年
4
月
手
当
額
か
ら
減

額
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
平
成
15
年
４
月
１
日

時
点
に
３
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

が
い
た
方
は
、
お
子
さ
ん
が
３

歳
に
な
っ
た
日
か
ら
５
年
経
過

し
た
と
き
の
翌
月
か
ら
減
額
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

②
①
以
外
の
方

「
支
給
開
始
月
の
初
日
か
ら
５

年
」
ま
た
は
「
支
給
要
件
に
該

当
す
る
に
至
っ
た
月
の
初
日
か

ら
７
年
」
の
い
ず
れ
か
早
い
日

の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
減
額

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
認
定
請
求
を
し
た
日

に
３
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
監

護
し
て
い
る
方
は
、
お
子
さ
ん

が
３
歳
に
達
し
た
日
か
ら
起
算

し
５
年
経
過
し
た
と
き
の
翌
月

か
ら
減
額
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

受
給
の
継
続

次
の
Ａ
か
ら
Ｅ
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
必
要
な
書
類
を
提
出
し

た
場
合
は
、
今
ま
で
と
同
様
に
手

当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
一
部
支
給
停
止
措
置
の
対
象
と

は
な
り
ま
せ
ん
）。

Ａ
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
が
就

業
し
て
い
る
場
合

Ｂ
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
が
求

職
活
動
そ
の
他
自
立
に
向
け
た

活
動
を
行
っ
て
い
る
場
合

Ｃ
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
が
一

定
の
障
害
状
態
に
あ
る
場
合

Ｄ
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
が
負

傷
・
疾
病
そ
の
他
の
事
由
に
よ

り
就
業
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
場
合

Ｅ
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
の
児

童
・
親
族
が
一
定
の
障
害
等
の

状
態
に
あ
り
、
介
護
の
た
め
就

業
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場

合
一
部
支
給
停
止

対
象
者
へ
の
通
知

5
年
の
経
過
月
等
を
迎
え
る
受

給
者
に
は
市
役
所
か
ら
必
要
書
類

等
に
つ
い
て
の
事
前
通
知
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
右
記
Ａ
か
ら
Ｅ
に
該
当

し
な
い
方
は
子
育
て
支
援
担
当
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

『
火
は
見
て
る

あ
な
た
が
離
れ
る

そ
の
時
を
』

上
野
原
市
消
防
本
部
で
は
、
3

月
1
日（
土
）か
ら
7
日（
金
）ま
で
、

春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま

す
。こ

の
運
動
は
、
空
気
が
乾
燥
し

て
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火
災
予
防

の
呼
び
か
け
、
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る

死
傷
者
の
発
生
や
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。

《
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
等
を
設
置
す

る
。

⑤
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用

す
る
。

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
備

え
る
。

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

※
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
協
力
し

て
、
火
災
の
な
い
街
に
し
ま
し

ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　

消
防
本
部
消
防
総
務
課
予
防

担
当（
蕁
62
―

4
1
1
1
）

春
の
火
災
予
防
運
動
が実施

さ
れ
ま
す



男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.19

「ぴゅあ富士」訪問
１月の道端に雪が残っている日に、「ぴゅあ富士」（都

留市）を男女共同参画推進委員会の広報部のメンバーが、
取材に訪問しました。

《男女平等の社会をめざす》
ぴゅあ富士は「男女共同参画推進センター」が正式名
称の山梨県の施設です。「ぴゅあ総合」（甲府市）、「ぴゅ
あ峡南」（南部町）とともに、県の男女共同参画を進め
る中核の施設です。平成3年「富士女性センター」とい
う名称で建設されましたが、平成16年に、女性だけでな
く、男性も協力して生き生きとした社会をつくろうと現
在の名称に変更されました。「まだまだ女性だけの施設
かと誤解される人がたくさんいます」と担当者の白沢さ
んが話していました。
「ぴゅあ富士」では、男女平等の社会をめざして、学
習会や講演会を開く、資料を収集し、閲覧・貸出しを行
う、団体の会議や活動
のために部屋の貸出し
を行うなどの活動をし
ています。
事務室の壁面にある
予定表には、8つある部
屋の利用団体のマグネ
ットシートがびっしりと貼られていました。必要であれ

9 広報うえのはら　平成20年3月号　　　　　

ば託児室の利用ができます。地元都留市の団体の利用が
圧倒的に多いのですが、社会参画を進めるさまざまな団
体に施設の貸出しが行われています。

《さまざまな自主事業を展開》
自主事業も多様です。「男の料理教室・生け花教室」

「親子で挑戦」シリーズ、「パソコン講座」「携帯電話講
座」再就職支援、「女性相談会」などのセミナーや、「参
加型学習の進め方」などのプランナーの養成をめざすも
のもありました。市民が企画したものを支援する事業も
あります。
これらの事業は、上野原市からは遠いので、利用する
のが難しいのですが、出前講座もしています。自治会や
会社、学校などが希望すれば、講師のあっせん、交渉、
講師料の援助などを行ってくれます。上野原市の男女共
同参画推進委員会でも3月3日に出前講座をお願いしまし
た。
ホールでは、管内市町村の男女共同参画の取り組みの
展示が行われていました。

（上野原市男女共同参画推進委員会）
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

社
会
福
祉
士
、
保
健
師
等
の
専
門

職
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
、
地
域
で

暮
ら
す
高
齢
者
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

《
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
役
割
》

・
地
域
の
高
齢
者
の
状
態
を
把
握

し
、
介
護
予
防
を
推
進

・
高
齢
者
や
家
族
の
総
合
的
な
相

談
受
付
・
支
援

・
高
齢
者
の
虐
待
予
防
と
権
利
擁

護
の
た
め
の
活
動

・
よ
り
よ
い
介
護
の
た
め
の
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
支
援

《
要
支
援
1
・
要
支
援
2
と

認
定
さ
れ
た
方
へ
》

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し

て
、
介
護
予
防
プ
ラ
ン
の
作
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
要
支
援
1
･
要

支
援
2
と
認
定
さ
れ
た
方
で
、
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
方

は
「
上
野
原
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

（
直
通
電
話
62
―

3
1
2
8
）。

《
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
公
募
結
果
》

広
報
9
月
号
等
で
、
第
3
期
上

野
原
市
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基

づ
く
、「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
」
の
公
募
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
今
回
は
、
該
当
事

業
者
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
結
果
を
踏
ま
え

な
が
ら
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」

に
つ
い
て
は
、
来
年
度
作
成
す
る

「
第
4
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

内
で
、
そ
の
整
備
等
に
つ
い
て
再

検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。

《
高
齢
者
実
態
把
握
事
業
》

今
後
の
高
齢
者
福
祉
お
よ
び
介

護
保
険
事
業
の
更
な
る
充
実
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、「
高
齢
者
実

態
把
握
事
業
」
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す

る
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る（
施
設
入
所
者
は

除
く
）60
歳
以
上
の
方（
無
作
為

抽
出
）。

対
象
者
に
は
３
月
中
旬
に
郵
送

に
て
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
率
直
な
意
見

を
い
た
だ
き
、
同
封
の
封
筒
で

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
―

4
1
3

3
）

ビデオの貸出もしています

上
野
原
市
の
取
り
組
み
の
展
示

▲
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市
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お
り
平
成

20
年
度
上
野
原
自
然
探
検
隊
新
規
探
検
隊
員

を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象

新
小
学
3
年
生
〜
新
小
学
6
年
生

（
20
名
程
度
）

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

富
士
・
東
部
教
育

事
務
所
　
中
込
一
雄
先
生
　
他
数
名

●
目
的

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
継
続
的
に

自
然
体
験
を
行
え
る
場
を
提
供
す
る
。

①
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
環
境
に
対

す
る
意
識
を
高
め
る
。

②
自
然
に
対
す
る
感
性
を
培
い
、
豊
か
な
心

を
育
て
る
。

●
活
動
場
所
お
よ
び
期
間

上
野
原
市
周
辺

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
平
成
20
年
4
月
〜
平

成
21
年
3
月
ま
で
の
1
年
間
を
と
お
し
て

活
動
し
ま
す（
主
に
月
1
回
土
曜
日
実
施
）。

●
参
加
条
件

①
1
年
間
参
加
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と

②
保
護
者
の
同
意
が
あ
る
こ
と

③
安
全
に
野
外
活
動
が
で
き
る
こ
と

④
協
力
し
て
集
団
活
動
が
で
き
る
こ
と

⑤
保
護
者
の
責
任
に
お
い
て
集
合
場
所（
基

本
的
に
は
も
み
じ
ホ
ー
ル
）ま
で
来
ら
れ

る
こ
と

●
参
加
費

年
間
1
万
2
千
円（
保
険
料
含

む
） 平

成
20
年
度
上
野
原
自
然
探
検
隊

隊
員
を
募
集
し
ま
す

●
申
込
み
期
限
　
3
月
28
日（
金
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま

す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
社

会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

第
3
回
上
野
原
市
駅
伝
競
走
大
会

1
月
20
日
に
行
わ
れ
た
、
第
3
回
上
野
原

市
駅
伝
競
走
大
会
の
主
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

《
一
般
の
部
》

①
和
輝
走
友
会（
1
時
間
6
分
8
秒
）

②
東
京
農
業
大
学（
1
時
間
6
分
33
秒
）

③
ス
ネ
ー
ク
＆
ド
ラ
ゴ
ン
特
攻
野
郎
Ａ
チ
ー

ム（
1
時
間
8
分
42
秒
）

《
市
内
体
協
の
部
》

①
上
野
原
東
部
体
育
会（
1
時
間
21
分
35
秒
）

②
秋
山
体
育
会（
1
時
間
25
分
51
秒
）

③
大
鶴
体
育
会（
1
時
間
29
分
57
秒
）

《
市
内
職
場
の
部
》

①
石
垣
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
Ａ（
1
時
間
14

分
20
秒
）

②
石
垣
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
Ｂ（
1
時
間
22

分
1
秒
）

③
富
士
航
空
電
子（
1
時
間
24
分
34
秒
）

《
市
内
壮
年
の
部
》

①
甲
東
体
育
会（
1
時
間
24
分
47
秒
）

②
巌
体
育
会（
1
時
間
27
分
45
秒
）

③
上
野
原
市
東
部
体
育
会（
1
時
間
32
分
21

秒
）

《
中
学
男
子
の
部
》

①
甲
西
中
学
校
Ａ（
1
時
間
14
分
5
秒
）

②
上
野
原
中
学
校
Ａ（
1
時
間
14
分
49
秒
）

③
巌
中
学
校
Ａ（
1
時
間
17
分
43
秒
）

《
中
学
女
子
の
部
》

①
巌
中
学
校
Ａ（
1
時
間
28
分
16
秒
）

②
上
野
原
中
学
校
Ａ（
1
時
間
31
分
13
秒
）

③
巌
中
学
校
Ｂ（
1
時
間
35
分
36
秒
）

《
市
内
小
学
男
子
の
部
》

①
Ｙ
Ｓ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
Ａ（
17
分
24
秒
）

②
ゼ
ル
コ
ウ
バ
Ａ（
17
分
37
秒
）

③
甲
東
体
育
会
Ａ（
17
分
39
秒
）

《
市
内
小
学
女
子
の
部
》

①
上
野
原
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団（
19
分

34
秒
）

②
甲
東
体
育
会
Ａ（
20
分
3
秒
）

③
大
目（
20
分
18
秒
）

スタートの様子▲

1
区
か
ら
2
区
へ
た
す
き
の
中
継

▲

昨
年
の
活
動
の
様
子

▲



年金記録もれにはさまざまなケースが考えられま
すが、とりわけ多いのが、平成9年の基礎年金番号導
入前に旧姓で年金制度に加入した場合。基礎年金番
号に結びつかない年金記録の中には、結婚等により
名字を変更していると考えられる記録が多く含まれ
ています。
まずは、次の方法でご自身の年金記録をご確認く
ださい。
①社会保険事務所または年金相談センターで

②「ねんきん特別便専用ダイヤル」で

（蕁0570－058－555）
③インターネット（ユーザID・パスワード）で

※社会保険事務所等の所在地、開庁時間やインター
ネットでの年金記録の照会申込みなどについては、
社会保険庁ホームページにてご案内しています。
●ホームページアドレス http://www.sia.go.jp/
●問い合わせ 山梨社会保険事務局大月事務所

（蕁22―3811）
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月曜日
両角
小平
梶原

井原（第1・3・5）

下山

村上

村上
柴垣
柴垣
長坂

間渕

小林
小林

診療科

内科

内科検査

小児科
小児心臓外来

外科

胸部外科
肛門科（外科併任）

皮膚科

脳神経外科
整形外科
放射線科

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

午前・午後

午前

午前
午後
午前
午後

午前

午後
午後
午前
午前
午後
午前
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後

火曜日
両角
今村
石井

黒田

相川

相川

長坂

水曜日
両角
井上
二階堂

市川
市川
杉山

村上

村上

長坂
戸島

帯包
大野（第2・4予約）

水越
水越
寺井
寺井

木曜日
両角
今村
塩沢

山本（第2・4）
東郷

金井
角野（第1・予約）
三浦（第2・4）
柴（第1・3・5）

平良（予約）

吉岡・若井
井手
可知

金曜日
両角
中村
毛利

勝又

村上

岡本（第2・予約）

村上
川村
川村
長坂

松岡
松岡

《上野原市立病院　外来診療のご案内》　　平成20年3月1日現在

●受付時間 午前8時～11時30分・午後2時～4時（ただし、午後の診療がある科のみ）
●内科 午後外来は予約のみ　●眼科 午後外来は白内障を中心とした予約のみ
※整形外科は、診療日が追加になる場合があります。

広報うえのはら・あきやまの
縮刷版を販売しています

市では、旧町村のあゆみや出来事がぎっしりつまっ
た旧上野原町の広報うえのはらと旧秋山村の広報あき
やまの縮刷版を販売しています。
《広報うえのはら縮刷版》
●内容　昭和54年1月号（281号）～平成17年2月号（613号）

2巻に分かれています。
●販売価格　7,000円
《広報あきやま縮刷版》
●内容・昭和26年7月号（1号）～平成17年2月号（162号）
●販売価格　5,000円
※電子ファイル版（パソコン等で見るＰＤＦファイル）
も配布しています。詳しくは下記までお問い合わせ
ください。

●問い合わせ 企画課秘書広報担当（蕁62－3118）

旧
町
村
の
歴
史
の
つ
ま

っ
た
縮
刷
版

▲

政府広報

平成8年12月以前に旧姓で年金に
加入していた方は、ご注意ください



ず
毎
年
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

《
生
活
習
慣
を
見
直
そ
う
》

特
定
健
診
で
、
生
活
習
慣
病
の

危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
わ
か

っ
た
人
は
、
医
師
、
保
健
師
、
管

理
栄
養
士
等
に
よ
る
保
健
指
導
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

自
分
な
り
に
コ
ツ
コ
ツ
努
力
し

て
い
る
方
も
結
構
多
い
か
と
思
い

ま
す
が
、あ
な
た
の
「「
マ
イ
こ
つ
・

・

こ
つ
・

・

」」、
実
際
ど
れ
だ
け
効
果
が

あ
る
か
確
認
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
せ
ん
か
？
で
き
な
い
と
思
っ
て

い
た
人
も
、
意
外
と
些
細
な
こ
と

で
効
果
が
で
た
り
し
て
…
？

「
忙
し
い
か
ら
参
加
で
き
な
い
」

と
い
う
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
今
の
忙
し
い
毎
日
を
今
後

も
続
け
て
い
け
る
た
め
に
も
、
や

っ
ぱ
り
健
康
で
い
た
い
で
す
よ

ね
。
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
知
恵
を
使

っ
て
「「
忙
し
い
私
に
合
っ
た
効
果

的
な
コ
ツ
コ
ツ
」
を
み
つ
け
る
チ

ャ
ン
ス
で
す
。

今
が
行
動
を
お
こ
す
時
！
対
象

に
な
っ
た
場
合
は
ぜ
ひ
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当（
蕁
62
│

4
1
3
4
）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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が
上
が
り
続
け
る
だ
け
で
な
く
、

現
在
の
医
療
保
険
制
度
が
10
年
後

に
は
崩
壊
し
て
し
ま
う
そ
う
で

す
。自

分
た
ち
の
生
活
を
守
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
子
や
孫
に

負
の
財
産
を
残
さ
な
い
た
め
に
、

今
変
わ
ら
な
い
と
間
に
合
わ
な
い

時
に
き
て
い
ま
す
。

《
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
！

合
併
症
を
お
こ
さ
な
い
！
》

糖
尿
病
は
、
血
液
中
の
糖
が
全

身
の
血
管
を
傷
つ
け
る
病
気
で

す
。
血
糖
値
が
高
い
と
い
う
こ
と

は
、
血
管
の
破
壊
が
進
ん
で
い
る

こ
と
を
表
し
ま
す
。

血
糖
値
126m

g
/d
l

以
上
、

H
b
A
1c

（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
・
エ
ー

ワ
ン
シ
ー
）6.1
％
以
上
が
糖
尿
病

と
診
断
さ
れ
る
目
安
で
す
。

こ
れ
は
、
10
年
後
に
合
併
症
が

お
こ
り
や
す
く
な
る
率
が
高
ま
る

こ
と
か
ら
決
め
ら
れ
た
、
い
わ
ば

先
取
り
診
断
の
数
値
で
す（
特
に

高
血
圧
の
人
や
タ
バ
コ
を
吸
う
人

は
合
併
症
の
危
険
が
さ
ら
に
高
ま

り
ま
す
）。

今
は
「
ど
う
っ
て
こ
と
な
い
」

と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、

10
年
後
に
透
析
に
通
う
、
目
が
み

え
な
く
な
る
、
心
筋
梗
塞
で
倒
れ

子
や
孫
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
国
で
あ
る
た
め

に《
10
年
後
に
は

医
療
制
度
は
崩
壊
？
》

近
年
、
国
民
医
療
費
は
、
国
民

所
得
を
上
回
る
伸
び
を
示
し
て
い

ま
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
問
題
に

な
っ
て
い
る
の
が
生
活
習
慣
病
の

増
加
で
す
。
上
野
原
市
の
平
成
18

年
度
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
一

人
当
た
り
の
医
療
費
は
37
万
5
9

6
4
円
で
、
医
療
費
の
う
ち
34
・

5
％（
県
平
均
31
・
5
％
）を
生
活

習
慣
病
が
占
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
医
療
費
問
題
で
特
に
注

目
さ
れ
て
い
る
の
が
「
糖
尿
病
」

（
上
野
原
市
で
も
糖
尿
病
に
よ
る

受
診
率
は
毎
年
県
平
均
を
上
回
っ

て
お
り
、
こ
こ
10
年
で
約
1.5
倍
に

増
え
て
い
ま
す
）で
す
。

糖
尿
病
は
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
、

網
膜
症（
失
明
）、
腎
不
全（
人
工

透
析
）な
ど
の
合
併
症
を
ひ
き
お

こ
し
、
医
療
費
が
か
か
る
だ
け
で

な
く
本
人
の
生
活
に
多
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

日
本
で
は
、
糖
尿
病
の
合
併
症
に

よ
る
人
工
透
析
が
年
々
増
加
し
て

お
り
、
平
成
18
年
に
は
つ
い
に
8

万
人
を
超
え
、
人
工
透
析
の
3
分

の
1
を
占
め
る
事
態
と
な
り
ま
し

た
。人

工
透
析
一
人
当
た
り
に
か
か

る
医
療
費
は
1
年
で
約
500
〜
600
万

円
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の

よ
う
に
誰
も
が
少
な
い
負
担
で
医

療
、
人
工
透
析
を
受
け
ら
れ
る
の

は
、
世
界
で
は
当
た
り
前
の
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
医

療
費
が
増
え
続
け
る
と
、
保
険
税

る
…
そ
ん
な
自
分
が
想
像
で
き
ま

す
か
？
糖
尿
病
ま
で
は
行
か
な
く

と
も
、
血
糖
値
が
正
常
よ
り
高
い

（
100m

g/dl

以
上
）と
い
う
だ
け
で
、

心
筋
梗
塞
の
危
険
は
2
倍
に
な
り

ま
す
。
10
年
先
の
自
分
や
家
族
の

将
来
を
見
通
し
て
、
今
の
体
と
生

活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

10
年
後
に
「
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ

な
か
っ
た
」
と
思
わ
な
い
た
め
に
、

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
病
気

に
な
ら
な
い
程
度
に
上
手
に
自
分

の
体
と
付
き
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

《
ま
ず
は
健
診
で
定
期
点
検
を
》

糖
尿
病
に
限
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど

の
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な

く
、
気
づ
い
た
と
き
に
は
既
に
病

気
が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
年
に
1
度
は
必
ず

健
診
を
受
け
、
体
の
定
期
点
検
を

し
ま
し
ょ
う
。

広
報
1
月
号
の
健
康
ア
イ
で
も

掲
載
し
た
と
お
り
、
国
の
医
療
制

度
改
革
に
よ
り
、
今
年
4
月
か
ら

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
が
は

じ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
は
市
町
村
な

ど
が
実
施
し
て
い
た
基
本
健
診
の

実
施
主
体
が
医
療
保
険
者
に
変
わ

り
ま
す
。
健
診
に
つ
い
て
は
加
入

し
て
い
る
保
険
者
に
確
認
し
、
必

出典「糖尿病ネットワーク」
http://www.dm-net.co.jp/calendar/2008/02/006660.php



送迎
一部あり

一部あり

なし

持　ち　物

母子健康手帳
バスタオル・問診票

母子健康手帳
バスタオル・問診票

母子健康手帳・歯ブラシ
コップ・問診票・早朝尿

★すこやか健康相談（3/1～3/31までの予定）

◎対 象 者 市内に住民登録のある方で、糖尿病
が気になる方、健康相談を希望の方

◎内　　容 血圧測定、血糖値測定、尿検査、体
重測定、体脂肪測定等

◎持 ち 物 健康手帳（持っていない方には当日交
付します）、筆記用具

◎注　　意 血糖値検査では空腹時の血糖を測定
しますので、当日の朝食はなるべく
食べないようにしてください（湯茶は
可）。

※糖尿病が気になる方の健康相談を希望される方
は、電話等で前日までにご連絡ください。

★乳幼児健診（3/1～3/31までの予定）

◎受付時間 午後1：00～1：20
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※平成20年度から3歳児健診は、対象年齢を3歳4～

5か月児に実施する予定です。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日を除く）

午前9：00～11：00
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）

実施日

3月 7日（金）

3月21日（金）

場　　　所

保健センター

西 原 出 張 所

13 広報うえのはら　平成20年3月号　　　　　
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★子ども予防接種週間
3月1日（土）～7日（金）は子ども予防接種週間です。
4月からの入園入学等に備えて、必要な予防接種を
済ませ、病気を未然に防ぎましょう。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気にな
る」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大変」、
「お友だちと上手に遊べない」などの悩みごとの相
談を行っています。
◎日　　時 3月24日（月）予約制となります。
◎スタッフ　心理相談員・保健師
◎対　　象　市内在住の0歳～就学前までのお子さ

んと保護者
※電話でお申し込みください。

★１日人間ドック
◎対 象 者 市内に住民登録のある35歳以上の方

（Ｈ19.4.1～Ｈ20.3.31までに35歳にな
る方も含む）

◎検 診 料 自己負担金　10,700円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は12,400円（子
宮がん1,000円・乳がん700円）

※オプション検査・料金・実施日など、詳細は各
施設へお問い合わせください。
※1日人間ドックと市で実施している各種集団検診
は、同年度中に重複して受診することができま
せん。重複した場合は、1日人間ドックの費用を
全額実費負担することになりますので、ご注意
ください。不明な点は保健担当までお問い合わ
せください。

★4月以降の人間ドックのお知らせ
平成20年4月から特定健診・特定保健指導が始まる
ことに伴い、人間ドックの対象者が下記のとおり
変わりますのでご注意ください。
◎対 象 者 35歳以上の国民健康保険加入者（昭和

49年4月1日までに生まれた方）
※予約・申込み方法は今までと同様に、直接検診
実施機関に電話でお申し込みをしていただきま
すが、上野原市が発行する受診票の受診券番号
の確認が必要となりますので、申込開始は4月中
旬以降になります（詳細については確定し次第お
知らせします）。

3 
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134

3～4
か月児

1 歳
6か月児

3 歳 児

該当児
平成19年
11月・12
月上旬生

平成18年
8月生

平成16年
11月下旬・
12月生

実施日

3月21日
（金）

3月25日
（火）

3月19日
（水）

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

問い合わせ・申込み
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721

時　　　間
午前 9：00～ 10：00
糖尿病が気になる方
（要予約）
午前10：00～11：00
一般健康相談
午前 9：30～ 11：00



障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
の
お
知
ら
せ

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
は
、
地
域
で
生
活
す
る
障
害
者

（
身
体
・
知
的
・
精
神
）や
家
族
の

方
の
日
ご
ろ
の
悩
み
や
情
報
交

換
、
ま
た
福
祉
の
充
実
を
図
る
た

め
の
話
合
い
や
勉
強
会
を
毎
月
第

3
水
曜
日
に
市
役
所
会
議
室
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

●
日
時

3
月
19
日（
水
）午
前
10

時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階
会

議
室
1

※
な
お
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
隔

月
の
開
催
と
な
り
、
初
回
は
5

月
21
日（
水
）と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

東
部
圏
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
事
務
局
ド
リ
ー

ム
宝
　
小
林
（
蕁
23
│

0
4
6

0
）

山
梨
県
立
中
央
高
校
通
信
制

の
生
徒
を
募
集
し
ま
す

自
宅
学
習
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で

高
校
を
卒
業
で
き
る
の
が
、
通
信

制
高
校
で
す
。
勉
強
す
る
内
容
は

全
日
制
・
定
時
制
と
同
じ
で
す
。

卒
業
を
目
的
に
入
学
す
る
こ
と
は
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特
定
の
科
目

だ
け
勉
強
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
募
集
人
員

普
通
科
100
名

●
募
集
要
項
・
出
願
書
類
の
配
布

中
央
高
校
事
務
室
で
配
布
し
ま

す
。

●
募
集
期
間

3
月
4
日（
火
）〜

31
日（
月
）午
前
9
時
〜
午
後
4

時（
一
部
の
日
、
時
間
を
除
き

ま
す
。
詳
細
は
ご
確
認
く
だ
さ

い
）。

●
出
願
資
格

①
中
学
校
を
卒
業
し
た
人（
卒
業

見
込
み
も
含
む
）

②
高
等
学
校
へ
の
再
入
学
を
希
望

す
る
人

③
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

県
内
在
住
の
人
に
限
り
ま
す
。

●
入
学
選
抜
方
法

書
類
お
よ
び

面
接
に
よ
り
ま
す（
筆
記
試
験

は
あ
り
ま
せ
ん
）。

●
経
費

①
1
年
間
に
必
要
な
学
費
は
約
3

万
円
で
す
（
4
月
に
一
括
納

付
）。

②
就
職
し
て
い
る
人
は
教
科
書
が

無
償
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

●
出
願
・
問
い
合
わ
せ

山
梨
県

立
中
央
高
等
学
校
通
信
制
　
甲

府
市
飯
田
5
―

6
―

23（
蕁
0
5

5
―

2
2
6
―

4
4
1
1（
代
表
）、

蕁
0
5
5
―

2
2
6
―

4
4
1
2

（
通
信
制
直
通
））

C

AC

1,500円4,000円3,000万円2,000万円1,500円

1,000円2,500円1,500万円1,000万円1,000円

対象とな

りません

上記補償に身体・財物賠
償　合算で
1事故500万円を加算

500円

2,000円

1,000円

5,000円

150万円

3,150万円2,100万円団体活動中とそ
の往復中※

1,050円
100万円上記以外の個人練

習、個人活動※

AW
子ども
ワイド

・中学生以下の子ども

対象範囲加入区分

・中学生以下の子ども
・スポーツ活動を行わない
大人（高校生以上）

3,000万円 4,000円 1,500円
身体賠償 1人 1億円

1事故 5億円
財物賠償1事故500万円
（各免責1,000円）

突然死
（急性心不全・

脳内出血等）

160万円

掛金
（1人年額）

傷害保険
死亡 後遺障害（最高）入院（日額）通院（日額）

賠償責任保険
（支払限度額）

共済
見舞金団体

子
ど
も
の
団
体

身体・財物賠償　合算で
1事故500万円
（免責1,000円）

・Ａ、ＡＷ（子どもワイド）の子ど
も（中学生以下）の指導・支
援として一緒にスポーツ活
動を行う大人（高校生以上）

身体賠償 1人 1億円
1事故 5億円

財物賠償1事故500万円
（各免責1,000円）

突然死
（急性心不全・

脳内出血等）

160万円

A
団体活動中と
その往復中
※

団体活動中と
その往復中
※

500円 2,000万円

※
学
校
管
理
下
を
除
き
ま
す
。

★
5
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
加
入
し
て

く
だ
さ
い
。

★
保
険
期
間
は
、
平
成
20
年
4
月
1
日

か
ら
翌
年
3
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。

★
入
院
・
通
院
は
実
治
療
日
数
4
日
以

上
と
な
り
ま
す
。

固
定
資
産
税

課
税
台
帳
の
縦
覧

平
成
20
年
度
固
定
資
産
税
課
税

台
帳
の
縦
覧
を
、
4
月
1
日（
火
）

〜
6
月
2
日（
月
）ま
で
の
開
庁
時

間
中
に
市
役
所
税
務
課
で
行
い
ま

す
。た

だ
し
、
縦
覧
で
き
る
方
は
、

納
税
者
、
納
税
者
の
委
任
を
受
け

た
方
、
納
税
管
理
人
、
納
税
者
と

の
同
居
の
親
族
の
方
に
限
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
担

当（
蕁
62
│

3
1
1
3
）

4
月
1
日
現
在
で
軽
自
動
車

税
が
課
税
さ
れ
ま
す

軽
自
動
車
税
は
毎
年
4
月
1
日

に
、
上
野
原
市
役
所
・
山
梨
県
軽

自
動
車
協
会
・
山
梨
県
陸
運
支
局

に
登
録
さ
れ
て
い
る
原
動
機
付
自

転
車（
125
襁
以
下
）、
小
型
特
殊
自

動
車
、
軽
二
輪（
250
襁
以
下
）、
小

型
二
輪
車（
251
襁
以
上
）、
軽
四
輪

車
等
の
所
有
者
に
対
し
課
税
さ
れ

ま
す
。
廃
車
す
る
予
定
の
車
体
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
3
月
中
に
廃
車

手
続
き
を
済
ま
せ
る
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。
廃
車
の
手
続
き
が
4

月
以
降
に
な
る
と
新
た
な
課
税
が

発
生
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
担

当（
蕁
62
│

3
1
1
3
）

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
5
名

以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
行
う
ス
ポ
ー

ツ
活
動
、
文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
等
に
最
適
な
保
険
で

す
。な

お
、
下
表
の
保
険
以
外
に
も

「
大
人
の
団
体
保
険
」
が
あ
り
ま

す
の
で
、
保
険
内
容
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
体
育
協
会
事
務
局
等
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た

平
成
20
年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
加
入
受
付
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

体
育
協
会
事
務
局（
蕁
62
│

3
4

0
9
）

（
財
）ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
山

梨
県
支
部（
蕁
0
5
5
│

2
4
3

│

3
9
2
0
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.sportsanzen.org



目
的
に
、
こ
の
制
度
を
活
用
す
る

た
め
の
財
政
健
全
化
計
画（
普
通

会
計
）お
よ
び
公
営
企
業
経
営
健

全
化
計
画（
簡
易
水
道
事
業
、
病

院
事
業
）を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
措
置
は
実
質
公
債
費
比
率

な
ど
の
要
件
に
よ
り
借
入
利
率
が

6
％
以
上
の
市
債
が
対
象
と
な

り
、
普
通
会
計
で
は
1
億
8
千
4

百
万
円
、
簡
易
水
道
事
業
で
は
2

千
3
百
万
円
、
病
院
事
業
で
は
7

千
7
百
万
円
を
、
平
成
19
年
度
か

ら
3
か
年
で
繰
上
償
還
を
実
施
す

る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

・
普
通
会
計
に
関
す
る
こ
と

企
画
課
財
政
担
当（
蕁
62
│

3
1

1
8
）

・
簡
易
水
道
事
業
に
関
す
る
こ
と

生
活
環
境
課
簡
易
水
道
担
当

（
蕁
62
│

3
1
1
4
）

・
病
院
事
業
に
関
す
る
こ
と

上
野
原
市
立
病
院（
蕁
62
│

5
1

2
1
）

刑
務
所
作
業
製
品
展
示

即
売
会
を
開
催
し
ま
す

（
財
）矯
正
協
会
刑
務
作
業
協
力

事
業
部
で
は
、
次
の
と
お
り
刑
務

所
作
業
製
品
展
示
即
売
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時

3
月
22
日（
土
）・
23
日

（
日
）午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4

●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●

3月子育てプレイルームのお知らせ
●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●

●日時 3月12日（水）・26日（水）午前9時～正午
●場所 もみじホール2階会議室2
●申込み・問い合わせ 福祉課子育て
支援担当（蕁62ｰ3115）

※初めての方は事前にお申し込みください。
※親子が遊べる場所、情報交換の場所と
してお気軽にご利用ください。
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

午
後
5
時

●
場
所

山
梨
県
立
ろ
う
学
校

（
山
梨
市
大
野
1
0
0
9
）

●
対
象
児

0
歳
児
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。

●
相
談
内
容

①
お
子
さ
ま
の「
き
こ
え
」と「
こ

と
ば
」に
関
す
る
悩
み
相
談

②「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か
わ

り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス（
育
児
相

談
）

③
聴
力
測
定

④
補
聴
器
調
整

●
費
用

無
料

●
申
込
み
方
法

予
約
制
で
す
の

区　　　分 日　　　時 場　　所

児 童 巡 回 相 談

児 童 家 庭 相 談 室

ふれあい福祉相談

定 例 人 権 相 談

市税収納・納税相談

行 政 相 談 所

ハローワーク出張相談

社 会 保 険 相 談 所

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

13日（要予約　　62ー3115）

市老人福祉センター
63-3444

福祉課子育て支援担当
62-1199

もみじホール相談室

午前  10：30 ～ 午後 3：00

毎週月・木曜日（祝日を除く）
午前 10：00 ～ 午後 3：00
11日
午前 10：00 ～ 　　正　午
30日
午前 9：00 ～ 　　正　午

6日
午前 9：30 ～ 午後 4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月・火・水・金曜日
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　

午前 8：30 ～ 午後 4：00 63-5700
0120-28-7830

毎週月曜日～金曜日（祝日除く）
午前 8：30 ～ 午後 5：00

もみじホール
3階会議室7

もみじホール
3階和室

市商工会

織物工業協同組合
　63-3800

税務課カウンター
62-3113

17日
午前 10：00 ～ 午後 3：00 市役所会議室A

3月の相談日

18日  
午前 10：00 ～ 午後 3：00

もみじホール
1階会議室1

（9日を除く）　　　

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日～金曜日（祝日除く）福祉課子育て支援担当
62-3115午前 8：30 ～ 午後 5：00

4月10日・

公
的
資
金
補
償
金
免
除

繰
上
償
還

公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償

還
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
21

年
度
ま
で
の
臨
時
措
置
と
し
て
、

実
質
公
債
費
比
率
や
財
政
力
指
数

な
ど
の
要
件
を
満
た
し
、
抜
本
的

な
行
政
改
革
や
経
営
改
革
等
を
前

提
と
し
た
、
財
政
健
全
化
計
画
や

公
営
企
業
経
営
健
全
化
計
画
を
策

定
し
た
地
方
公
共
団
体
を
対
象

に
、
高
金
利（
5
％
以
上
）の
地
方

債
に
限
っ
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で

す
。本

市
に
お
い
て
も
、
高
金
利
の

市
債
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を

時
ま
で（
23
日
は
午
後
3
時
ま

で
）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

応
接
ソ
フ
ァ
ー
・
整
理

タ
ン
ス
・
チ
ェ
ス
ト
等
の
家
具

類
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
・

革
座
布
団
・
革
ク
ッ
シ
ョ
ン
・

紳
士
靴
・
婦
人
靴
等
・
和
紙
便

せ
ん
・
和
紙
封
筒
・
そ
ば
が
ら

枕
・
み
そ
、
し
ょ
う
油
・
キ
ッ

チ
ン
ソ
ー
プ
等
の
刑
務
所
作
業

製
品
の
展
示
即
売

●
問
い
合
わ
せ

（
財
）矯
正
協
会

甲
府
地
方
事
務
所（
蕁
0
5
5
│

2
2
0
│

2
0
8
7
）

「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」の

相
談
会
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
立
ろ
う
学
校
で
は
、
春

休
み
子
ど
も
の「
き
こ
え
」と「
こ

と
ば
」の
相
談
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

お
子
さ
ま
の「
き
こ
え
」「
こ
と

ば
」に
つ
い
て
少
し
で
も
不
安
の

あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
専
門
の
教
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

※
完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

※
ろ
う
学
校
入
学
と
は
関
係
あ
り

ま
せ
ん
。

●
日
時

3
月
20
日（
祝
）・
21
日

（
金
）の
2
日
間
　
午
前
9
時
〜

で
、
事
前
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
日
時
を
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

●
申
込
み
締
切

3
月
17
日（
月
）

午
後
5
時
ま
で

※
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
常

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
相
談
期
間
中
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
梨

県
立
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ

と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

中
込（
蕁
0
5
5
3
―

22
―

1
3

7
8
・
蕭
0
5
5
3
―

22
―

6
4

1
9
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

sodan@
rogako.kai.ed.jp



人
材
紹
介
バ
ン
ク
や
ま
な
し

人
材
紹
介
バ
ン
ク
や
ま
な
し
で

は
、
技
術
や
営
業
、
経
理
な
ど
の

経
験
を
活
か
し
て
再
就
職
を
希
望

す
る
中
高
年
齢
者（
団
塊
の
世
代

を
含
む
）、
子
育
て
等
が
一
段
落

し
た
女
性
、
U
・
I
タ
ー
ン
希
望

者
の
就
職
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ご
利
用
い
た
だ
く
に
は
、
求
職

申
込
書
に
記
入
し
て
登
録
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

登
録
後
は
、
人
材
紹
介
バ
ン
ク

や
ま
な
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
求
人
情
報
の
中
か

ら
、
希
望
す
る
条
件
で
検
索
し
て
、

職
業
紹
介
を
申
し
込
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
県
内
企
業
か
ら
の
求
人
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
持
参
に
限
り
、
県
地
域
県
民
セ

ン
タ
ー
の
総
合
窓
口
に
お
い
て

も
申
込
書
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

《
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
》

h
ttp://job.pref.yam

ana
shi.jp/jinzai/

●
問
い
合
わ
せ

労
政
雇
用
課

（
蕁
0
5
5
│

2
2
3
│

1
5
6

2
）（
財
）や
ま
な
し
産
業
支
援

機
構（
蕁
0
5
5
│

2
4
3
│

1

8
8
8
）
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

【
金
賞
】

▼
大
月
税
務
署
長
賞

・
知
見
尚
征（
上
野
原
中
）

▼
山
梨
県
総
合
県
税
事
務
所
長
賞

・
奈
良
遼
太
郎（
巌
中
）

▼
青
色
推
進
委
員
長
賞

・
高
橋
健
太（
棡
原
中
）

【
銀
賞
】

▼
上
野
原
市
商
工
会
長
賞

・
富
田
あ
か
ね（
島
田
中
）

▼（
社
）大
月
青
色
申
告
会
上
野
原

支
部
長
賞

・
井
上
有
理（
秋
山
中
）

▼
審
査
員
特
別
賞

・
守
屋
ま
ど
香（
上
野
原
中
）

【
銅
賞
】

小
田
敦
史（
島
田
中
）・
長
田
祐

香（
上
野
原
中
）・
土
屋
慎
吾

（
棡
原
中
）・
降
矢
修
平（
西
原

中
）・
原
田
賢（
秋
山
中
）・
志

村
香
寿
菜（
平
和
中
）・
千
村
茉

由（
巌
中
）

広
報
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

広
報
紙
づ
く
り
等
の
相
談
役
に
な

っ
て
い
た
だ
き
、
身
近
な
地
域
情

報
を
広
報
紙
等
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
平
成
20
・
21
年
度
の
広
報
モ

ニ
タ
ー
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

●
募
集
人
員

20
人（
上
野
原
地

区
・
秋
山
地
区
3
人
、
他
の
地

区
各
2
人
）

●
募
集
期
間

3
月
3
日（
月
）

〜
14
日（
金
）

●
応
募
資
格

20
歳
以
上
の
市
内

在
住
者（
た
だ
し
、
国
・
地
方

公
共
団
体
の
議
会
議
員
、
常
勤

の
国
家
・
地
方
公
務
員
を
除
き

ま
す
）。

●
応
募
方
法

は
が
き
に
住
所
・

市
民
プ
ー
ル
祭
り
開
催

市
民
プ
ー
ル
で
は
、
日
ご
ろ
の

ご
利
用
に
感
謝
し
、
ま
た
多
く
の

市
民
の
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
市
民
プ
ー
ル
祭

り
を
開
催
し
ま
す
。

全
館
使
用
料（
プ
ー
ル
、
風
呂
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
）お
よ
び

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
無
料
開
放
し
ま

す
。
是
非
、
こ
の
機
会
に
体
験
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
、
予
約
等

に
つ
い
て
は
直
接
市
民
プ
ー
ル

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
期
日

3
月
16
日（
日
）

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
ス
ポ
ー

ツ
プ
ラ
ザ
市
民
プ
ー
ル（
蕁
62
│

6
2
2
2
）

「
税
を
考
え
る
」

書
道
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者

1
月
24
日
、
北
都
留
青
色
申
告

宣
言
の
街
推
進
委
員
会
で
は
、

「
税
を
考
え
る
」
書
道
コ
ン
ク
ー

ル
の
審
査
会
を
行
い
、
多
数
の
応

募
の
中
か
ら
金
賞
3
名
、
銀
賞
5

名
、
銅
賞
9
名
、
佳
作
26
名
の
入

選
者
を
決
定
し
ま
し
た
。
上
野
原

市
の
金
賞
、
銀
賞
、
銅
賞
の
入
選

者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」は、市長が地域の身近な課

題や市民のみなさんの提言等を直接お伺いし、お答えしていきます。

市民のみなさんの多くのご意見・ご提言をお待ちしていま
すので、どうぞお気軽にご来庁ください。
●日　時　毎月1回、午前9時から11時までの2時間を目安に実施します。
●方　法　お一人または1組（5人程度）を対象として、対話時間はおおむ

ね20分とします。
●場　所　上野原市役所市長室
●申込み・問い合わせ　　上野原市役所総務部企画課秘書広報担当

蕁62－3118 蕭62－5333
E－mail：kikaku@city.uenohara.lg.jp

「市民のみなさんと市長との
直接対話窓口」を開設しています

3月の「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」
は、3月25日（火）午前9時から11時です。

氏
名
・
生
年
月
日
・
職
業
・
電

話
番
号
を
記
入
し
、
企
画
課
秘

書
広
報
担
当（
〒
4
0
9
│

0
1

9
2

上
野
原
3
8
3
2
）ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
電
話（
蕁
62
│

3
1
1
8
）

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画

課
秘
書
広
報
担
当（
蕁
62
│

3
1

1
8
）
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

献
血
の
お
知
ら
せ

医
療
の
進
歩
や
人
口
の
高
齢
化

に
伴
い
輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る

方
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
血
液
は

人
工
的
に
は
造
れ
ま
せ
ん
。
す
べ

て
献
血
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
生
命
を
救
う
の
は

あ
な
た
の
血
液
で
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

◎
実
施
日
お
よ
び
実
施
場
所

・
3
月
30
日（
日
）山
梨
信
用
金
庫

し
お
つ
支
店
駐
車
場

・
3
月
31
日（
月
）市
役
所
セ
ン
タ

ー
プ
ラ
ザ

◎
時
間

午
前
10
時
〜
正
午
　
午

後
1
時
〜
3
時

◎
対
象

16
歳
〜
64
歳
ま
で
の
健

康
な
方（
現
在
妊
娠
中
の
方
は

献
血
で
き
ま
せ
ん
）。

◎
持
ち
物

献
血
さ
れ
る
方
の
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転

免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
健
康

保
険
証
等
、
献
血
手
帳
は
不

可
）。

むらせきよこ　バレエスタジオ
八王子市めじろ台2-32-5 電話：042-661-7455

広告募集中

募集する広告は、公序良俗に反しないものなど、一
定の制限を設けています。広告の募集は、上野原市
有料広告掲載要綱に基づいて実施します。
●掲載料 月額10,000円
●掲載期間 3か月
●応募・問い合わせ

企画課秘書広報担当（蕁62－3118）

～教室のご案内～
しおつ教室

場所：コモアプラザ2Ｆレンタルルーム
（公正屋しおつ店2階）

日時：木曜日　午後5時～6時

～講師紹介　むらせきよこ～
・日本バレエ協会会員
・八王子洋舞連盟会員
・バレエＴＡＭＡ幹事
動物が大好き！めじろ台本部では猫達
と犬が大歓迎してくれますよ！！

随時生徒募集中です。幼児から大人の方まで、お気軽にお越し
ください。見学ご希望の方は必ず電話連絡の上お越しください。

広
　
　
告

山梨県では、リハビリテーションの重要性について普及啓発を
図るため、1月30日（水）～2月5日（火）にリハビリテーション週間
を開催しました。その中で行われた「リハビリテーションのふれ
あいフォトコンテスト」で、上野原地区にお住まいの山本一雄さ
んの作品が、多数の応募作品の中から最優秀作品に選ばれました。

第17回ふれあいフォトコンテストで最優秀賞を獲得

◎
内
容

200
裨
、
400
裨
、
成
分
献

血
※
30
日
の
協
力
団
体
は
、
市
消
防

団
巌
分
団
で
す
。
30
日
の
実
施

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
巌

出
張
所（
巌
分
団
事
務
局
蕁
62
│

4
1
0
5
）ま
で
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当（
蕁
62
│

4
1
3
4
）

春
の
E
y
e
愛
ひ
と
み

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

お
子
さ
ん
の
目
の
見
え
方
に
つ

い
て
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、
成

人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障
害
を
持
ち

悩
ん
で
い
る
方
、
視
覚
に
問
題
が

あ
る
お
子
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い

る
先
生
な
ど
、
目
の
こ
と
で
お
悩

み
の
方
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時

3
月
15
日（
土
）・
16
日

（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●
場
所

山
梨
県
立
盲
学
校（
甲

府
市
下
飯
田
2
│

10
│

2
）

●
相
談
費
用

無
料

●
申
し
込
み
方
法

前
日
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
受
付
時
間

平
日
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
立
盲
学

校
視
覚
障
害
教
育
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
浅
川
・
佐
田（
蕁
0
5

5
―

2
2
6
―

3
3
6
1
・
蕭
0

5
5
―

2
2
6
―

3
3
6
2
）

職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
次
の
と
お
り
訓
練
生
を
募
集

し
ま
す
。

《
中
高
年
齢
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
座
》

●
対
象
者
　
再
就
職
を
目
指
す
中

高
年
齢
者
の
方

●
日
程

5
月
8
日（
木
）・
9
日

（
金
）
・
12
日
（
月
）・
13
日

（
火
）
・
15
日
（
木
）
・
16
日

（
金
）
の
計
6
日
間

●
時
間

午
後
6
時
〜
9
時

●
定
員
　
20
人

●
受
講
料

2
1
0
0
円

●
内
容

簡
単
な
マ
ウ
ス
・
キ
ー

ボ
ー
ド
操
作
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
、

表
計
算
、
メ
ー
ル
の
送
受
信
等

を
習
得
し
ま
す
。

●
受
付
開
始

3
月
10
日（
月
）

※
電
話
の
み
で
の
申
し
込
み
は
不

可
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
、
規
定
用

紙
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
定
員

に
な
り
次
第
、
以
降
は
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

県
立
都
留
高
等

技
術
専
門
校（
蕁
43
―

8
9
1

1
・
蕭
43
―

8
9
1
2
）

画題　「はいれ～。入った！！」



大
目
地
区

上
條
蓮
恩

れ
お
ん（

友
義
）

巌
地
区

小
俣
想
太

そ
う
た（

正
樹
）

大
鶴
地
区

市
川
蔵
馬

く
ら
ま（

和
利
）

上
野
原
地
区

加
藤
怜
生

れ

お
（
正
之
）、
大
神
田
一
輝

か
ず
き

（
一
徳
）、

屋
姫
衣

め

い（
正
之
）、
河
内

遥
大

は
る
と（

大
樹
）、
小
島
唯ゆ

い（
悟
）

棡
原
地
区

網
野
唯
香

ゆ
い
か（

靖
男
）

秋
山
地
区

関
戸
睦む

つ
み（

謹
）、
関
戸
空
舞

そ
ら
と（

博
喜
）、

杉
本
愛
莉

あ
い
り（

克
巳
）、
杉
本
迅じ

ん（
佳
正
）

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
1
月
中
届
出
分
＝
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富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

狂
犬
病
予
防
注
射

犬
の
飼
い
主
は
、
毎
年
1
回
狂

犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

《
狂
犬
病
の
怖
さ
》

ウ
ィ
ル
ス
が
原
因
で
、
主
に
発

症
し
た
犬
に
咬
ま
れ
る
こ
と
で
感

染
し
ま
す
。
け
い
れ
ん
や
麻
痺
等

の
神
経
症
状
が
現
れ
、
発
症
す
る

と
100
％
の
方
が
死
亡
し
ま
す
。

《
狂
犬
病
の
発
生
状
況
》

日
本
国
内
で
は
人
は
昭
和
29

年
、
動
物
で
は
昭
和
32
年
を
最
後

に
発
生
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

世
界
で
は
年
間
約
5
万
5
0
0
0

人
が
狂
犬
病
に
感
染
し
て
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。

国
内
で
の
発
生
は
な
く
て
も
、

一
部
の
近
隣
諸
国
で
は
狂
犬
病
が

ま
ん
延
し
て
い
る
た
め
、
日
本
へ

の
侵
入
リ
ス
ク
は
皆
無
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

万
が
一
に
備
え
て
必
ず
飼
い
犬

に
は
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し

ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

衛
生
課（
蕁
0

5
5
5
│

24
│

9
0
3
3
）

重
度
心
身
障
害
者
の

居
室
整
備
に
対
す
る
助
成

障
害
者
の
方
が
住
宅
で
生
活
し

や
す
い
よ
う
に
、
専
用
の
居
室
等

を
改
修
す
る
場
合
に
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
対
象
障
害
者

・
身
体
障
害
者
手
帳（
肢
体
）1

級
・
2
級
、
療
育
手
帳
Ａ

・
年
齢
が
18
歳
以
上（
15
〜
17
歳

は
協
議
）

・
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
方

●
申
請
条
件

・
富
士
、
東
部
地
区
に
居
住
し
前

年
度
の
所
得
税
額
が
28
万
7
5

0
0
円
以
下
の
世
帯

・
工
事
の
延
べ
面
積
が
50
㎡
以
下

●
対
象
経
費

・
工
事

専
用
居
室
、
浴
室
、
他

・
設
備

洋
式
便
器
、
浄
化
槽
、

キ
ッ
チ
ン
セ
ッ
ト
他

●
助
成
額

所
得
状
況
に
よ
り
決

定（
最
大
で
130
万
円
）

●
申
請
先

市
役
所
障
害
福
祉
担

当
●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課（
蕁
0

5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

伝
　
　
言
　
　
板

秋山地区 安留 大翔
ひ ろ と

くん（6歳1か月）

海翔
か い と

くん（3歳8か月）
竜一さんと薫さんの長男・二男

“兄弟仲良く、元気に育ってね！”

秋山地区 小笠原 奏和
か な と

くん（5歳3か月）
礼幹
よ し き

くん（3歳8か月）
かずはちゃん（2歳7か月）

大都さんと悠子さんの長男・二男・長女
“大きくなぁれ！！”

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）



上
野
原
地
区

池
徹
＝
宮
闢
薫

井
上
良
太
＝
宮
内
真
紀

大
庭
勝
＝
宮
本
あ
ゆ
み

杉
本
尚
也
＝
岡
由
梨
奈

有
賀
康
人
＝
内
藤
優
里

若
杉
厚
司
＝
張
志
利

大
目
地
区

上
條
辰
雄（
茂
）、
一
ノ
宮
武
宏

（
美
和
子
）

巌
地
区

井
上
美
汝
子（
一
喜
）、
大
神
田
た

み
子（
政
長
）

島
田
地
区

岡
田
勝
雄（
嘉
雄
）、
宮
田
房
子

（
憲
次
）、
平
本
政
常（
隆
）

上
野
原
地
区

久
田
誠（
鈴
木
清
治
）、
小
俣
豊
子

（
勝
義
）、
富
田
百
枝（
ヱ
イ
子
）、

平
子
孝
男（
小
林
宗
宏
）、
清
水
角

夫（
博
）、
桑
原
う
め
子（
和
好
）、

和
智
政
雄
（
嶋
田
守
）、
長
田
孝

（
直
美
）、
網
野
八
郎（
隆
広
）、
富
田

一
郎（
一
策
）、
山
闢

一（
範
夫
）

棡
原
地
区

大
窪
信
子（
育
生
）、
鷹
取
和
夫（
宏
）、

闍
橋
　
明（
敬
一
）

西
原
地
区

村
島
和
市（
里
子
）、
降
矢
や
ゑ
子

（
武
夫
）、
宇
津
木
　
　
子（
金
二
郎
）

19 広報うえのはら　平成20年3月号　　　　　

『
阪
急
電
車
』

有
川
浩
／
著
　
幻
冬
舎

阪
急
電
車
今
津
線
を
舞
台
に
、

駅
ご
と
に
乗
り
降
り
す
る
乗
客

の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
ド
ラ
マ
が

凝
縮
さ
れ
た
連
作
短
編
集
。

『
ば
ぁ
ば
に
教
わ
る

役
立
つ
家
事
の
知
恵
311
』

森
南
海
子
・
阿
部
絢
子
／
監

修
　
日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社

生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
知
っ

て
お
き
た
い
こ
と
を
ま
と
め
た
、

家
事
に
役
立
つ
知
恵
を
紹
介
。

上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

33
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

2 3 4 5 6 7
1
8

9 10 11 12 13 14 15
1816 17
25 26
19 20

28
21 22

23 24 27 29
30 31

一

般

書

◇
『
イ
ジ
女
』

春
口
裕
子
／
著
　
双
葉
社

◇
『
光
の
指
で
触
れ
よ
』

池
澤
夏
樹
／
著
　
中
央
公
論
社

新
社

◇
『
無
言
の
旅
人
』

仙
川
環
／
著
　
幻
冬
舎

◇
『
つ
る
べ
心
中
の
怪
』

中
津
文
彦
／
著
　
光
文
社

◇
『
こ
こ
ろ
げ
そ
う
男
女
九
人

お
江
戸
の
恋
も
の
が
た
り
』

畠
中
恵
／
著
　
光
文
社

◇
『
鬼
神
の
狂
乱
』

坂
東
眞
砂
子
／
著
　
幻
冬
舎

◇
『
新
・
御
宿
か
わ
せ
み
』

平
岩
弓
枝
／
著
　
文
藝
春
秋

◇
『
そ
う
か
、
も
う
君
は

い
な
い
の
か
』

城
山
三
郎
／
著
　
新
潮
社

◇
『
哀
れ
な
る
も
の
た
ち
』

ア
ラ
ス
タ
ー
・
グ
レ
イ
／
著

高
橋
和
久
／
訳
　
早
川
書
房

児

童

書

◆
『
チ
ュ
ウ
ガ
ク
セ
イ
の
キ
モ
チ
』

あ
さ
の
あ
つ
こ
／
著
　
小
学
館

◆
『
む
し
を
た
べ
る
く
さ
』

渡
邉
弘
晴
／
写
真
　
伊
地
知
英

信
／
文
　
ポ
プ
ラ
社

◆
『
医
学
の
た
ま
ご
』

海
堂
尊
／
作
　
理
論
社

◆
『
バ
デ
ィ
た
い
せ
つ
な
相
棒
』

Ｖ.

Ｍ.

ジ
ョ
ー
ン
ズ
／
著
　
田

中
亜
希
子
／
訳
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究

所
絵

本

○
『
ふ
し
ぎ
な
で
ま
え
』

か
が
く
い
ひ
ろ
し
／
作
　
講
談

社
○
『
か
え
る
を
の
ん
だ
と
と
さ
ん
』

斎
藤
隆
夫
／
絵
　
日
野
十
成
／

再
話
　
福
音
館
書
店

○
『
あ
め
だ
ま
を
た
べ
たラ

イ
オ
ン
』

和
田
誠
／
絵
　
今
江
祥
智
／
文

フ
レ
ー
ベ
ル
館

○
『
こ
そ
こ
そ
こ
そ
っ
、

か
く
れ
よ
う
！
マ
グ
リ
ー
リ
さ
ん

と
さ
む
が
り
ウ
サ
ギ
』

Ｇ.

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
カ
ラ
ス
／

え
　
カ
ン
ダ
ス
・
フ
レ
ミ
ン

グ
／
ぶ
ん
　
Ｂ
Ｌ
出
版

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

『
ま
ほ
う
つ
か
い
の

ノ
ア
ば
あ
さ
ん
』

◎
日
時
　
3
月
8
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

午
後
2
時
〜
2
時
30
分

☆
お
は
な
し
会
☆

『
ま
ほ
う
の
ふ
で
』
ほ
か

◎
日
時
　
3
月
15
日
（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

朗
読
館
☆

『
さ
く
ら
湯
の
客
』

立
原
え
り
か
／
作
ほ
か

◎
日
時
　
3
月
16
日
（
日
）

午
後
2
時
〜

◎
上
野
原
朗
読
の
会

☆
親
子
文
芸
講
座
☆

『
紙
工
作
』

◎
日
時
　
3
月
22
日
（
土
）

午
後
2
時
〜

☆
映
画
鑑
賞
会
☆

『
拳
銃
無
宿
』

◎
日
時
　
3
月
23
日
（
日
）

午
後
2
時
〜
3
時
45
分

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

死

亡

今
月
の
一
冊

婚

姻

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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1月24日、北都留森林組合事務所において県政ひ
ざづめ談議が行われました。ひざづめ談議は、横内知
事と普段着の対話を行い、県政へ反映させる事を目的
に行われます。この日は、「魅力ある森林・林業をめ
ざして」をテーマに意見交換が行われました。

第3回上野原市駅伝競走大会

この広報は古紙配合率100％の再生紙と、環境に優しい植物性大豆油インキを使用しています。

1月20日、第3回上野原市駅伝競走大会が、市内外から92チームの参
加をいただき盛大に行われました。
小学男子・女子の部ではスタート地点の勤労青少年ホームに駆けつけ

た保護者やチームの関係者が、懸命に走る選手に大きな声で応援していま
した。一般およびその他の部では、6区間計21.1㎞の起伏の激しいコー
スを沿道からの大きな声援を背にたすきをつなぎ、健脚を競いました。
（各部門の結果は10ページに掲載しています）。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課秘書広報担当 電話62-3118

人口●27,780人 （－35）
男 ●13,867人 （－12）
女 ●13,913人 （－23）
世帯●10,074世帯（－ 8）
平成20年2月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●県政ひざづめ談義
1月14日、桂川球場において小林雅英投手野球教

室が行われました。子どもたちは小林投手から投球フ
ォームなどのアドバイスを受けました。小林投手は、
子どもたちに「野球を楽しく、大好きになって頑張っ
てほしい」とメッセージを残してくれました。

●小林雅英投手野球教室

1月21日、甲東小学校に中国大連市の修学旅行団
体が訪れました。交流会は、お互いの学校が合唱を披
露したり、9つの班に分かれてペアになり切り絵など
を作成しました。言葉の通じない相手に、身振り手振
りで教える甲東小学校の児童が印象的でした。

●日中子ども交流会
税務課では毎年出張申告相談会を実施しています。

今年は2月15日から28日の間、西原出張所を皮切り
に、上野原地区を除く各地区で出張申告相談会を行い
ました。3月は17日までの平日に、市役所本庁舎に
おいて申告相談会を行います。

●出張申告相談会
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
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県
上
野
原
市
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野
原
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